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公益社団法人 鹿児島県老人保健施設協会

「南薩の大地、早春」　祝迫 正豊

虐待が起きる要因は
様々です。
介護する側・される側

双方の不安や悩みを理解
することが大切です。

ご近所に気になる高
齢者や介護をしてい
る家族がいたら、ち

ょっとした声かけをお願
いします。

困りごとを抱えてい
る高齢者や家族がい
たら、地域包括支援

センター等への相談を勧
めましょう。

理 解 見守り 相 談

地域で支え合いましょう。

介護負担の軽減 １人で、家族だけでがんばりすぎないで

その他の制度や相談窓口 積極的に活用しましょう！！

介護保険サービスなどを上手に使って、介護負担を減らしましょう
●通所介護（デイサービス）／通所リハビリテーション（デイケア）

●訪問介護（ホームヘルプサービス）

●短所入所（ショートステイ）

日帰りで食事・入浴などの介護や、心身のリハビリテーションを受けられます。

ホームヘルパーが自宅を訪問し、食事、入浴。排せつなどの介護をします。

※介護者が自分の用事や外出する時間を持つことができます。

施設などに短期入所し、食事、入浴、排せつなどの介護や看護を受けられます。

★利用には…介護保険の認定申請が必要です。お住まいの市町村や地域包括支援センター、最寄りの
居住介護支援事業書（ケアマネジャー）にご相談ください。

※介護者が休養したい時、冠婚葬祭等で介護ができない時にも利用できます。

お
も
な
サ
ー
ビ
ス

●成年後見制度

●福祉サービスしよう支援事業

●認知症に関する相談

☎０９９－２５７－３８８７
（相談日／月～金　10:00～16:00） ※祝日、年末年始は除きます。

【公益社団法人 認知症の人と家族の会鹿児島県支部】

●若年性認知症支援相談窓口

鹿児島県 保健福祉部 高齢者生き生き推進課　☎０９９－２８６－２６７４　令和７年１月発行

☎０９９－２５１－４０１０
（相談日／月～金　10:00～17:00） ※祝日、年末年始は除きます。

【社会福祉法人天祐会】

制
　
　
　
度

高齢者虐待についてのご相談は、お住まいの市町村
又は地域包括支援センターへご相談ください。相

談
窓
口

　認知症などにより判断力が不十分な方について、本人の権利を守る援助者を選ぶことで、本人を法律的に
支援する制度です。
　成年後見制度の利用や申立てについては、お住まいの市町村や地域包括支援センターにご相談ください。

　判断能力に不安のある方に対する福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理、書類等の預かりなどの生
活支援をするサービスです。
詳しくはお住まいの市町村の社会福祉協議会または鹿児島県社会福祉協議会にご相談ください。

（助成制度について）
　低所得の高齢者に対しては、成年後見制度の申立て費用や後見人等の報酬の助成を行う「成年後見制度利用支援事業」による
支援があります。詳しくは、お住まいの市町村や地域包括支援センターにご相談ください。

（連絡先記入欄）

※市町村及び地域包括支援セン
ターの連絡先（電話番号）に
ついては、県ホームページに
も掲載しています。

高齢者虐待防止　鹿児島 検索



介
護
老
人
保
健
施
設

　ろ
う
け
ん
姶
良
（
姶
良
市
）

　言
語
聴
覚
士

　
　宮
永

　拓
也

ご
利
用
者
、職
員
双
方
に
安
全
で
快
適
な
施
設
で
あ
る
た
め
に

〜
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
導
入
に
よ
る
腰
痛
予
防
対
策
〜

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

【
は
じ
め
に
】
　
　

　
医
療
法
人
大
進
会
が
運
用
す
る
介

護
老
人
保
健
施
設
「
ろ
う
け
ん
姶
良
」

で
は
、
増
加
す
る
職
員
の
腰
痛
に
対
し

て
、
令
和
４
年
度
よ
り
腰
痛
予
防
対
策

と
し
て
「
腰
痛
予
防
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

（
以
下
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）を
活
用
し
た

制
度
運
用
を
開
始
し
た
。こ
の
取
り
組

み
の
成
果
に
つ
い
て
第
36
回
全
国
介

護
保
健
施
設
大
会
山
口
に
て
発
表
し

た
内
容
を
基
に
紹
介
す
る
。

【
腰
痛
予
防
対
策
の
取
り
組
み
前
に
お

こ
な
っ
た
事
】

①
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
現
状
を

把
握
す
る
）

　
老
健
職
員
58
名
を
対
象
と
し
て
、
腰

痛
に
関
す
る
11
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
な
ど
介
助
に
必

要
な
知
識
、腰
痛
へ
の
不
安
、介
助
場
面

ご
と
の
腰
痛
の
頻
度
、負
担
等
）を
実
施

し
た
。

　
結
果
、
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
な
ど
介

助
に
必
要
な
知
識
に
つ
い
て
９
割
が

知
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
が
、
６
割
以

上
が
腰
痛
へ
の
不
安
や
腰
痛
を
経
験
し

て
い
た
。ま
た
、入
浴
介
助（
移
乗
）時
と

オ
ム
ツ
交
換
時
に
腰
へ
の
負
担
や
痛
み

が
増
大
す
る
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
。

　
予
想
よ
り
も
は
る
か
に
腰
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
職
員
が
多
く
、
早
急
に
腰

痛
に
関
す
る
知
識
や
、
正
し
い
身
体
の

使
い
方
、
福
祉
用
具
の
使
用
方
法
等
の

技
術
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

②
腰
痛
予
防
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
設
計

（
誰
を
主
体
に
活
動
を
展
開
す
る
か
）

　
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
入
所
者
の
介
助

に
携
わ
る
事
が
多
い
介
護
士
を
中
心
と

し
た
メ
ン
バ
ー
構
成
を
考
え
た
。具
体

的
に
、初
年
度
に
は
、知
識
や
技
術
を
他

者
に
伝
え
る
事
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
対
策
を
確
実
に
実

行
で
き
る
行
動
力
が
あ
る
４
名
を
選

出
し
た
。さ
ら
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
指

導
す
る
「
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
１
名
、
研
修
全
般
を
統
括
す
る
「
運

用
管
理
責
任
者
」
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
か
ら
１
名
配
置
し
、
階
層
構

造
と
し
た
。ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
中
心
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ッ
フ
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
認

定
研
修（
概
論
、
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
、

福
祉
用
具
の
使
用
方
法
、
腰
痛
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
）
を
２
ヶ
月
間
で

計
４
回
行
っ
た
。（
図
１
）

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
内
容
】

①
全
体
研
修

　
年
１
回
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
ボ
デ
ィ

メ
カ
ニ
ク
ス
、
福
祉
用
具
の
使
用
方
法

を
中
心
に
、
法
人
内
で
の
全
体
研
修
を

実
施
し
た
。新
入
職
員
に
は
、
入
職
時

に
都
度
、研
修
を
行
っ
た
。（
写
真
１
）

②
定
期
的
な
腰
痛
会
議

　
現
場
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
と
し

た「
腰
痛
会
議
」を
毎
月
実
施
し
、
福
祉

用
具
の
使
用
状
況
の
確
認
や
、
具
体
的

な
作
業
環
境
下
で
の
腰
痛
要
因
を
話
し

合
っ
た
。情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
会

議
録
を
作
成
し
、
職
員
全
体
に
回
覧
し

た
。（
写
真
２
）

③
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

　
活
動
開
始
２
年
後
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
目
的
に
介
護
士
・
看
護
師
を
対
象

に
福
祉
用
具
使
用
に
よ
る
意
識
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

④
腰
痛
通
信
の
発
行

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
か
ら
自
然
発
生

的
に
、
腰
痛
予
防
に
関
す
る
職
員
の
意

識
を
高
め
る
た
め
の「
腰
痛
通
信
」を
発

行
し
た
い
と
い
う
意
見
が
出
た
た
め
、

３
ヶ
月
ご
と
に
配
信
す
る
事
と
し
た
。

（
写
真
３
）

【
結
果
】

①
ア
ン
ケ
ー
ト
上
で
の
変
化  

　
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
回

答
者
の
72
％
で
福
祉
用
具
を
使
用
す
る

事
で
作
業
時
に
お
け
る
腰
へ
の
負
担
が

軽
減
し
た
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

②
休
職
者
の
減
少

　
活
動
開
始
の
令
和
４
年
度
は
腰
痛
に

起
因
し
た
休
職
者
が
３
名
だ
っ
た
が
、

令
和
５
年
度
は
１
名
、
令
和
６
年
度
は

０
名
に
減
少
し
た
。（
図
２
）

【
考
察
と
今
後
に
つ
い
て
】

　
今
回
の
取
り
組
み
は
形
骸
化
し
が
ち

な
委
員
会
活
動
と
異
な
り
、
現
場
の
介

護
や
看
護
に
関
わ
る
職
員
内
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
で
、⑴

腰
痛
予
防
に
対
す
る
知
識
や
意
識
が
高

ま
っ
た
こ
と
　
⑵
定
期
的
な
振
り
返
り

や
対
策
の
見
直
し
に
よ
り
効
果
を
実
感

で
き
た
こ
と
　
⑶
迅
速
な
意
思
決
定
を

可
能
に
し
て
、日
々
、制
度
の
修
正
が
行

わ
れ
た
こ
と
等
が
、
腰
痛
に
よ
る
休
職

の
減
少
に
繋
が
っ
た
。

　
現
在
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
は「
下

膳
車
や
使
用
済
み
オ
ム
ツ
、
リ
ネ
ン
の

移
動
」等
、重
量
物
に
対
す
る
環
境
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
も
広
が
っ
て
い

る
。問
題
解
決
の
能
力
も
以
前
と
比
べ

高
い
水
準
が
求
め
ら
れ
る
事
か
ら
、
今

後
は
法
人
外
の
認
定
研
修
へ
の
参
加

や
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
実
績
が
評
価

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
提
案
も
検
討
し
て

い
る
。職
員
の
腰
痛
予
防
に
関
す
る
意

識
づ
け
を
定
着
さ
せ
、
ご
利
用
者
と
職

員
の
双
方
が
安
全
に
快
適
に
過
ご
せ
る

施
設
を
目
指
し
た
い
。

図 1　腰痛予防アドバイザー制度

写真③　腰痛通信

写真①　法人研修の様子

写真②　アドバイザーによる腰痛会議（毎月開催）

図 2　休職者数の推移
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ザ
ー
の
活
動
内
容
】

①
全
体
研
修

　
年
１
回
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
ボ
デ
ィ

メ
カ
ニ
ク
ス
、
福
祉
用
具
の
使
用
方
法

を
中
心
に
、
法
人
内
で
の
全
体
研
修
を

実
施
し
た
。新
入
職
員
に
は
、
入
職
時

に
都
度
、研
修
を
行
っ
た
。（
写
真
１
）

②
定
期
的
な
腰
痛
会
議

　
現
場
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
と
し

た「
腰
痛
会
議
」を
毎
月
実
施
し
、
福
祉

用
具
の
使
用
状
況
の
確
認
や
、
具
体
的

な
作
業
環
境
下
で
の
腰
痛
要
因
を
話
し

合
っ
た
。情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
会

議
録
を
作
成
し
、
職
員
全
体
に
回
覧
し

た
。（
写
真
２
）

③
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

　
活
動
開
始
２
年
後
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
目
的
に
介
護
士
・
看
護
師
を
対
象

に
福
祉
用
具
使
用
に
よ
る
意
識
調
査
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

④
腰
痛
通
信
の
発
行

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
中
か
ら
自
然
発
生

的
に
、
腰
痛
予
防
に
関
す
る
職
員
の
意

識
を
高
め
る
た
め
の「
腰
痛
通
信
」を
発

行
し
た
い
と
い
う
意
見
が
出
た
た
め
、

３
ヶ
月
ご
と
に
配
信
す
る
事
と
し
た
。

（
写
真
３
）

【
結
果
】

①
ア
ン
ケ
ー
ト
上
で
の
変
化  

　
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
回

答
者
の
72
％
で
福
祉
用
具
を
使
用
す
る

事
で
作
業
時
に
お
け
る
腰
へ
の
負
担
が

軽
減
し
た
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。

②
休
職
者
の
減
少

　
活
動
開
始
の
令
和
４
年
度
は
腰
痛
に

起
因
し
た
休
職
者
が
３
名
だ
っ
た
が
、

令
和
５
年
度
は
１
名
、
令
和
６
年
度
は

０
名
に
減
少
し
た
。（
図
２
）

【
考
察
と
今
後
に
つ
い
て
】

　
今
回
の
取
り
組
み
は
形
骸
化
し
が
ち

な
委
員
会
活
動
と
異
な
り
、
現
場
の
介

護
や
看
護
に
関
わ
る
職
員
内
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
で
、⑴

腰
痛
予
防
に
対
す
る
知
識
や
意
識
が
高

ま
っ
た
こ
と
　
⑵
定
期
的
な
振
り
返
り

や
対
策
の
見
直
し
に
よ
り
効
果
を
実
感

で
き
た
こ
と
　
⑶
迅
速
な
意
思
決
定
を

可
能
に
し
て
、日
々
、制
度
の
修
正
が
行

わ
れ
た
こ
と
等
が
、
腰
痛
に
よ
る
休
職

の
減
少
に
繋
が
っ
た
。

　
現
在
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
は「
下

膳
車
や
使
用
済
み
オ
ム
ツ
、
リ
ネ
ン
の

移
動
」等
、重
量
物
に
対
す
る
環
境
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
に
も
広
が
っ
て
い

る
。問
題
解
決
の
能
力
も
以
前
と
比
べ

高
い
水
準
が
求
め
ら
れ
る
事
か
ら
、
今

後
は
法
人
外
の
認
定
研
修
へ
の
参
加

や
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
動
実
績
が
評
価

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
提
案
も
検
討
し
て

い
る
。職
員
の
腰
痛
予
防
に
関
す
る
意

識
づ
け
を
定
着
さ
せ
、
ご
利
用
者
と
職

員
の
双
方
が
安
全
に
快
適
に
過
ご
せ
る

施
設
を
目
指
し
た
い
。

図 1　腰痛予防アドバイザー制度

写真③　腰痛通信

写真①　法人研修の様子

写真②　アドバイザーによる腰痛会議（毎月開催）

図 2　休職者数の推移
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